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議員全員協議会会議録 

１ 開会日  平成２６年１１月１７日  午後 １時３０分 開会 

              午後 ３時５７分 閉会 

２ 場 所 第１委員会室 

３ 出席議員 奥津勝子   高橋英俊   二宮加寿子  渡辺順子 

片野哲生   吉川重雄   髙橋冨美子  竹内恵美子 

三澤龍夫   関 威國   鈴木京子   清水弘子  

４ 説明員 町側出席者 

中﨑町長  栗原副町長  藤家教育長   

二挺木政策総務部長  加藤財政課長   

吉川副課長兼管財係長  曽根田財政係長 

大槻総務課長  常松副課長兼公共施設係長 

二梃木都市建設部長  平田下水道課長 

近藤副技幹兼下水道整備係長 

相田教育部長 

５ 職務のため

出席した職員 

 局  長 飯田 隆 

 書  記 波多野昭雄 

６ 協議等の事項 

（１）平成 27 年度予算の議会費について 

（２）議会報告会の反省総括について 

（３）その他 

７ その他 

   一般傍聴 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

（１）町長あいさつ 

   次の１件について、お知らせを受けた。 

   ①環境美化センター土壌ダイオキシン類汚染状況調査（追加調査）の結果

について 

既存のごみ処理施設等を解体するため、県条例に基づき、土壌ダイオキ

シン類汚染状況調査を実施した。調査地点８か所のうち１か所から基準値

を超えるダイオキシン類が検出されたことを受け、当該地点及びその周辺

について追加調査を実施。その結果、基準値を超えた地点では、表層から

５cm で基準値を下回った。また、その周辺についても、いずれも基準値を

下回った。今後は、汚染された土壌の量を確定し、ごみ処理施設等の解体

工事の時期に合わせて土壌の撤去や入替えを行う。 

   ◎主な質疑 

     なし 

 

（２）町報告事項 

   ①12 月議会に提出を予定している大磯町一般会計補正予算及び特別会計補

正予算について 

     内容の説明があり、12 月議会初日に議案として提出されるため、質疑

はなかった。 

 

   ②土地及び建物遺贈の受納について 

平成 26 年８月８日付けで遺贈申し込みのあった土地及び建物につい

て、平成 26 年 10 月 28 日付けで行政財産として受納した。遺贈目的が、

青少年を育成する施設等への活用であることから、今後、子育て支援課

において、子育て支援のための施設として活用を検討していく旨の説明

があった。 

 

   ◎主な質疑 

    問： 持分 450 分の 16 の土地等を寄贈されたとのことだが、共有名義の

土地の遺贈は登記できるのか。 

    答： できる。現在、所有権移転の手続きを行っている。 

    問： 境界確定はされているのか。 

    答： すべて境界確定されている。 

    問： 遺贈の目的が、「次代を担う青少年を育成する施設等としての活用」

とあるが、用途地域の関係で問題はないか。 

    答： 第１種低層住居専用地域だが、保育園など地域に根ざした小規模

な建物は建てることができる。 

    問： 共有名義の土地について、詳細を説明してほしい。 

    答： 共有名義の土地は、共有者各自の土地に接道をとるための道の土

地である。 
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    問： 所有権が移転してから寄贈を受けることはできなかったのか。 

    答： 遺贈の決定後、遺言執行者から承諾書をいただき登記手続きに移

った。登記手続きについては、事前に法務局に相談、確認を行って

いる。 

    問： 第１種低層住居専用地域は、原則住居専用だ。建物の用途として

できるものがあることは分かるが、周辺住民の同意も大切にすべき

である。今後どのように進めていくのか。 

    答： 子育て支援のための施設として、今後検討していく。 

    問： 山林は、町にとって負担となる。山林の寄附を受けない方法はな

かったのか。 

    答： 遺言の公正証書が作成されていた。遺言執行者との話しの中で、

町は山林を除く土地だけ寄付を受けたいという話もしたが、最終的

に故人の意思を尊重し、山林の寄附も受けた。 

    問： 共有名義の土地を持つことで、今後通路の整備など出費を心配す

るが、如何か。 

    答： 通路については、図面上は存在するが通路という現況はない。そ

のため、その場所を整備するといった問題は起こらない土地である

ことは確認している。 

    問： 山林の土地は、神奈川県の急傾斜地の指定地域になっていないか。 

    答： 指定地域ではない。 

    問： 今後、同様のケースが沢山出てくると思う。その時のために、町

としてきちんとした方針を持っておくべきである。 

    答： 検討していきたい。 

 

   ③その他 

   ○衆議院選挙について 

衆議院の選挙費用について、専決処分で補正予算を組みたい旨の説明が

あった。 

 

   ○下水道工事について 

     平成 26 年 10 月 15 日に契約を締結した下水道工事について、町の発注

仕様書に誤りがあることが判明したことから、受注者と協議の上、工事

請負契約を解除したことについて説明があった。 

 

   ◎主な質疑 

     なし 

 

（３）各委員会等の行事報告・予定について 

  「各委員会等の行事報告・行事予定」の配布により説明は省略。 
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（４）報告事項 

   ①委員長等からの報告 

    ○議会運営委員会の概要・・・吉川委員長 

     11/14（提出予定議案・臨時会の日程・その他(27 年度予算議会費)） 

○総務建設常任委員会の概要・・・渡辺委員長 

 10/28-29 行政視察 

     長野県長野市（長野市清掃センタープラスチック製容器包装圧 

縮梱包施設の建設、運営等の状況） 

     長野県小諸市（トータル・システム構築のための総合計画策定 

における事務手続き等の状況） 

     11/13（委員会）（１市２町ごみ処理広域化における今後の施設整備／

新たな観光の核づくり認定事業） 

11/13（協議会）(大磯町職員の給与に関する条例の一部改正・大磯町  

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正／小淘

綾海岸松林地区における風致地区等の指定／西小磯東地区の

新たな公共交通の導入に向けた取組み／大磯町火災予防条例

の一部改正/その他(大磯町消防団の組織等に関する規則の改

正に係る報告)) 

○福祉文教常任委員会の概要・・・髙橋（冨）委員長 

 10/21-22 行政視察 

    長野県川上村（地域包括支援センター、ヘルシーパーク） 

    山梨県韮崎市（老壮大学） 

10/31（協議会）（「大磯町地域包括支援センターの職員及び運営に関す

る基準を定める条例(仮称)」の制定／「大磯町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

(仮称)」の制定／「中学校給食導入の方向性について」の保護者

意見／国府中学校体育館耐震診断結果／子ども・子育て支援新制

度説明会の報告／防災ミッションの実施結果） 

   ②監査委員からの報告・・・竹内監査委員 

   ③農業委員からの報告・・・二宮委員 

④10/23 神奈川県町村議会議長会 正副会長会議・10 月役員会・県町村情

報システム共同事業組合議会・・・奥津議長 

⑤10/28  第 223 回神奈川県都市計画審議会・・・奥津議長 

⑥10/31 視察来庁 栃木県野木町議会・議会運営委員会・・・奥津議長 

    （議会改革の取り組み(議会の現況・議会の活性化の取り組み・議

会基本条例) 

   ⑦11/ 4- 6 JAMP 町村議会議員特別講座Ⅱ(政策立案コース) 

・・・片野議員 

（研修内容：地域資源の再発見と地域づくり・議会における政策  
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立案の考え方） 

⑧11/ 6- ７ JAMP 町村議会議員特別セミナー・・・三澤議員 

（研修内容：災害に強い地域づくり・災害対応力の強化・議会議員  

としての防災対策・災害時の議会の役割） 

⑨11/ 6 平成 26 年秋の園遊会・・・奥津議長 

⑩11/10 地方議会活性化シンポジウム 2014・・・奥津議長 

⑪11/11 全国町村議会議長会 自由民主党幹部との懇談会・・・奥津議長 

⑫11/12 第 58 回町村議会議長全国大会・特別講演・・・奥津議長 

⑬11/14 神奈川県町村議会議長会 正副会長会議・11 月役員会・臨時総会 

・・・奥津議長 

⑭11/14 大磯町都市計画審議会・・・渡辺総務建設常任委員長 

⑮その他 

    なし 

 

（５）協議事項 

   ①平成 27 年度予算の議会費について 

     午前中に開催した議会運営委員会と同様の内容の説明が事務局からあ

り、全議員においても現時点での予算要求内容を了承した。 

   ②議会報告会の反省総括について 

     11 月 15 日に開催した議会報告会の内容について、記録担当の議員から

質疑応答の要点記録を発表し、議会の報告により完結したもの、町長に

対し意見等の申し送りをするもの、議会の委員会等で調査・研究してい

くものに分類分けを行った。 

     また、今回の反省から議会報告会の今後のあり方等について、次のよ

うな意見が出された。 

   ◎主な意見 

    ○今回はじめてパワーポイントを使い説明を行ったが、見やすく分かり

易かったという意見をいただけた。 

    ○資料班の意見をまとめ、次回に生かせるようにしたい。 

    ○会場の配置についても、評価をいただけて良かったと思う。 

    ○参加人数が増えた。来場者は圧倒的に男性が多かったのが特徴的だっ

た。 

    ○イスや机については、もう少し多く用意すべきである。マイクは最低

３本必要と感じた。 

    ○今年の参加者に来年案内し、定着させる方法も、参加者を増やす方法

だと思う。 

    ○時間割、計画どおりに行えたと思う。 

     

   ③その他 

     なし 
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（６）事務局からの報告 

   ①町村議会議員研修会について 

    11 月 20 日（木）に愛川町文化会館において、自治功労者表彰及び研修会

が県内の全町村議会議員を対象として行われる。 

   ②視察の受け入れについて 

来年１月 22 日に山梨県南北都留郡町村議会正副議長連絡協議会が議会改

革、議員報酬について、１月 29 日に福井県おおい町議会が議会活性化等に

ついて視察するために来庁する。 

 

（７）その他 

   ・次回の議員全員協議会は、12 月 12 日（金）午後１時 30 分からの予定 

 


